
こ
の
度
の
東
北
関
東
大
震
災
に
よ
り
災
害

を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
先
月
号
の
本
欄
で
、「
火
山
国

日
本
の
底
力
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
新
燃
岳

の
噴
火
に
関
連
し
て
、
一
七
八
三
年
の
浅
間
山

の
大
噴
火
に
よ
っ
て
壊
滅
し
た
鎌
原
村
の
復

興
の
お
話
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
原
稿
を
お

渡
し
し
た
数
日
後
の
三
月
十
一
日
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
と
い
う
大
地
震
と
大
津
波
が

東
北
、
関
東
の
太
平
洋
沿
岸
の
町
村
を
襲
い
、

大
変
な
被
害
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
か
、

“
虫
が
知
ら
せ
た
”
よ
う
な
原
稿
で
あ
っ
た
と

複
雑
な
思
い
が
し
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
、

復
興
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
、
私
も
国
政
に

携
わ
る
者
と
し
て
全
力
を
挙
げ
て
ま
い
る
決

意
で
す
。

さ
て
、
今
回
の
大
震
災
で
は
、
被
災
地
域
も

広
域
に
わ
た
り
、
死
者
・
行
方
不
明
者
合
わ
せ

て
二
万
七
千
人
、
避
難
者
も
二
十
万
人
に
及
び

ま
し
た
。
こ
れ
ら
被
災
者
の
方
々
の
避
難
生

活
も
、
す
で
に
一
カ
月
半
を
超
え
て
い
ま
す

が
、
そ
の
支
援
の
た
め
に
被
災
地
に
は
大
勢
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
入
り
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
は
薬
学
の
出
身
で
す
が
、
日
本
薬
剤
師
会

の
呼
び
か
け
な
ど
に
よ
っ
て
、
多
く
の
薬
剤

師
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
被
災
地
入
り
し
、

医
療
面
か
ら
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
薬
剤
師
と
言
え
ば
お
薬
で
す
が
、

今
回
の
よ
う
に
大
震
災
に
よ
る
避
難
生
活
が

長
期
化
し
た
場
合
、
被
災
地
で
必
要
な
医
薬

品
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
七
年
一
月
、

阪
神
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
、
六
千
人
以
上

が
死
亡
、
家
を
失
っ
た
人
た
ち
の
避
難
生
活

も
長
期
化
し
ま
し
た
。
こ
の
阪
神
淡
路
大
震

災
の
際
に
、
必
要
な
医
薬
品
が
時
間
と
と
も

に
ど
う
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
、
当
時
厚
生
省

の
検
討
会
が
ま
と
め
た
資
料
等
で
ご
紹
介
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

㊀　

ま
ず
、
震
災
の
発
生
か
ら
三
日
間
ぐ
ら

い
は
、
地
震
に
よ
る
外
傷
、
熱
傷
、
切
創
、
打

撲
、
骨
折
な
ど
の
外
科
系
薬
剤
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。
輸
液
製
剤
や
血
液
製
剤
、
鎮
痛

剤
、
抗
生
物
質
製
剤
、
滅
菌
消
毒
剤
、
止
血
剤
、

強
心
剤
、
局
所
麻
酔
剤
な
ど
で
す
。

㊁　

次
に
、
三
日
目
以
降
は
、
全
国
各
地
か

ら
派
遣
さ
れ
た
医
療
チ
ー
ム
が
活
動
を
は
じ

め
、
医
療
支
援
も
本
格
化
し
ま
し
た
が
、
地
震

の
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
に
よ
る
精
神
的
な
障
害
（
心

的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
））
や

不
安
症
、
集
団
避
難
生
活
か
ら
く
る
不
眠
症
、

過
労
、
便
秘
症
、
食
欲
不
振
、
腰
痛
、
感
冒
、

消
化
器
疾
患
な
ど
の
疾
患
が
増
え
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
た
め
催
眠
鎮
静
剤
や
、
消
化
性
潰

瘍
剤
、
便
秘
薬
、
胃
腸
薬
、
整
腸
剤
な
ど
消
化

器
系
の
薬
剤
、
ま
た
、
冬
場
で
し
た
か
ら
風

邪
も
流
行
り
、
市
販
薬
の
総
合
感
冒
剤
、
鎮
咳
・

去
痰
剤
、
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
連
日
、

お
に
ぎ
り
な
ど
片
寄
っ
た
食
事
に
な
る
た
め
、

口
内
炎
・
舌
炎
な
ど
の
薬
剤
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
剤
、

栄
養
ド
リ
ン
ク
剤
等
が
大
変
喜
ば
れ
た
り
、
目

薬
、
含
嗽
剤
等
が
求
め
ら
れ
る
等
、
市
販
薬

が
大
い
に
活
躍
し
ま
し
た
。

㊂　

避
難
所
生
活
が
一
か
月
、
二
か
月
と
長

期
化
す
る
に
し
た
が
い
、
周
辺
の
医
療
機
関
や

薬
局
も
稼
働
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、

ま
だ
十
分
で
は
な
く
、
避
難
所
の
臨
時
診
療

所
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

心
臓
病
等
の
生
活
習
慣
病
の
薬
剤
や
喘
息
薬

な
ど
慢
性
疾
患
の
薬
剤
に
対
す
る
需
要
が
高

く
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
地
震
だ
け
で
な
く
、
津
波
に
よ
る

被
災
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ
る
避
難
な

ど
、
複
合
的
な
被
災
と
な
っ
て
お
り
、
阪
神
淡

路
大
震
災
の
時
と
は
必
要
な
医
薬
品
も
趣
を

異
に
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
、今
回
は
、

被
災
者
の
避
難
場
所
も
広
域
に
わ
た
っ
て
お

り
、
数
週
間
過
ぎ
て
も
、
な
お
医
薬
品
が
足

り
な
い
と
い
う
避
難
者
の
声
が
続
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
災
害
時
に
は
、

改
め
て
医
薬
品
の
有
用
性
、
重
要
性
を
再
認

識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
被
災
地
に
確
実
に
、
安

定
し
て
必
要
な
医
薬
品
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

私
も
全
力
を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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薬
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藤
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井
い

　基
も と ゆ き

之
●生年月日　昭和 22 年 3 月 16 日
●選 挙 区　参議院比例区
●当選回数　2 回
●出 生 地　岡山県岡山市
●趣 　 味　音楽・読書
●個人ホームページ
　　　　　　http://www.mfujii.gr.jp/
●そ の 他　薬学博士・薬剤師
●私の政治信条

私の政策の柱は A（エイジフリー）B（バリアフ
リー）D（ドラッグフリー：薬物乱用のない社会）
社会創りです。
高齢者も、障害を持つ方も、国民誰もが安心し
て暮らし、元気で生活を送ることのできる長寿
社会を創るために何が必要か、を政治活動の根
底においています。
好きな言葉「昨日の夢は、今日の希望、そして
明日の現実」

●活動報告
参院議員厚生労働委員会理事として、食品安全
確保のための食品衛生法改正、健康増進法改正、
薬事法改正、薬剤師法改正、クリーニング業法
改正、国民年金法改正等に関与。

●経歴
昭和 37 年　岡山大学教育学部付属中学校卒業
昭和 40 年　岡山県立岡山操山高等学校卒業
昭和 44 年　東京大学薬学部薬学科卒業
昭和 44 年　厚生省入省
平成  9 年　厚生省退官
平成 9 年　財団法人 ヒューマンサイエンス
　　　　　　　　　　　　振興財団 専務理事
平成 12 年　日本薬剤師連盟 副会長
　　　　　　社団法人 日本薬剤師会 常務理事
平成 13 年　参議院議員（１期目）
平成 16 年　厚生労働大臣政務官
　　　　　　（平成16年9月〜平成17 年11月）
平成 19 年　日本薬剤師連盟 顧問
平成 22 年　参議院議員（２期目）

●その他
慶應義塾大学薬学部　客員教授
昭和大学薬学部　　　客員教授
東邦大学薬学部　　　客員教授
新潟薬科大学　　　　客員教授
京都薬科大学　　　　客員教授
近畿大学薬学部　　　客員教授
千葉大学薬学部　　　非常勤講師
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